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〔報告要旨)

第 137巻第2号

u 企業者と価格決定

ケインズが把握した不確実性

京都大学教民瀬地山倣

1 価格決定にFんするミクロ的基礎の必要性，企業，消費者の意思決定にもとづく

行為は，その行為の結果が不確実な将来時点にあらわれるために，将来の不確実性を考

慮にいれざ。をえない。窓思決定りこの側面を重視したケインズ由理論において，資本

の限界効率，流動性選好など白概念が，重要な役割をになっているこ正はよく知られて

いる。しかし企業D価格決定にかんしてj この不確実性がどり上うに処理されているか

について，従来なにも研究されていず，マクロ経済学における物価の説明は，簡単にい

えば，価格決定のミクロ的基礎を欠いたままに，総需要と総供給の相対的大きさで物価

の動きを解明するという方法によっている。

2. 使用者費用 (usercost)の定式化「一般理論A (以下 GTと略記〕白ほとんど

読まれていない第6章付録c，ケインズは，短期供給価格は限界費用と限界使用者費用

の和に等しいと主張している。伝統的な供給価格=限界費用という理論には出てこない

限界使用者費用とは 1今 ~J の産出量を増加させたときに，それに対応して原材料，

資本設備を消費することになるが， そのことは「明日」の利潤可能性を犠牲にすること

になるのだから，その犠牲値を費用として要求するものである。この概念をもちいて新

投資を決定するばあいの供給価格を定式化すれば，投資を一定の収益をともなって回収

するという，本質的にはフルコスト・プライシングに見られる価格管理と同じ側面がで

てくる。またこの価格決定四理論は，新投資が資本の限昇効率と刺子率が等しくなる水

準にきまるとし、う投資決定の理論と双対的であることがわかる。

3 ケインズの企業者陸一定申収益をともなって投資を回収できるように価格を決

定するとしヴ考え方は，ケインズがいわゆる IJ虫占段階」白企業者を念頭におい Cいた

というよ二とでは決してなし、。貨幣理論発肢のいかなる段階であれ，将来にわたりて存続

する耐久設備を不確実な将来の状況にゆだねるという投資行為忙共通した価格決定の原

理と見るべきである。供給価格=限界費用という通常の価格理論は，不確実な将来を考
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慰していないか，あるいは同じこ色であるが，設備の存続期聞をひとまとめに 1期間と

みなし，静学的である。また I創造的破壊j という企業の革新的役割を強調したシュ

ムベーターの企業者像と比較してみれば，ケインズではそれに相当する企業者のアユマ

ル・スピリット C資本の限界効率はとれを反映じている〉か強調しただ吋ではなく，そ

の行為の結果に対する「保証」をデザインするという価絡理論を提供しているという点

で，現実の企業者像を正L<慨念化している。

4 使用者費用とスタグプレーション ケインズ自身，資本の限界効率と使用者費用

というこつの概念は，経済学を現実に引きもどす効果があると認識しながら (GT，pp 

145ーのその展開をしなかった L，それ以後のケインジァンもわずかの例外をのぞいて，

使用者費用の概念に注目しなかった。使用者費用の意義は上に説明したとおりであるが，

よ二札をもちいτ，インアレ ションやスタグフレ ションの現象をj マネタリヌトとは

具な y た，またそれよりも，一層斉合的にJ 説明すること iJ~できる。


